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2∞3年異常気象下における不稔発生程度と玄米品質
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1  は じ め に

21113銅ま7月の強温の影響による水稲の障害不稔が発生し,

8月 中～ヽヽ 例氏温・日照不足により初期登熟が遅延した メ」

取適期|お日常 封 ヒ籾 80～90%を指標としているが,不稔多

発時の刈取適期は必ずしも適合しなし、過去の冷害年におい

ても不稔多発時における刈取強期の指標が検討されているが,

品種や不稔歩合が異なっており,現在の岩手県の主力品種に

ついても検討する必要がある。本研究でぱ書手県で作付面蹟

の多い「ひとめぼね」「あきたこまち」「いわてつこ」
「力ヽすは

じ」について,不稔程度別の玄米品質を調査し,出穂後蹟算

気温を指標とし,玄米品質の推移と不稔多発時の刈取適期に

ついて検討した
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不稔歩合の異なる圃場から3株を採取し,直ちに一株の

中で穂q立置が上・中・下部から2穂ずつ,合計 6穂抽出

し,稔実籾数に対する対 ヒ籾割合と構 を測定した

残りの脚縮 から切断後,通厠翅操桁 つた 05℃,24h)。

乾燥後に籾摺りし,17m端の玄米品質を調査した
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2∞3年産米の地域別の玄米品質は不稔の発生の多かつた二

戸地域では品質が著しく低下し,1等米比率69%,規格外比

率364%であつた 俵 1)。 品種に関わらず検査等級の主な落

等理由はカメムシによる着色粒であつた 俵 21。 2∞3争まカ

メムシの発生が多く,出穂・開花の遅延や長期 ヒによつてカ

メムシの加害期間が長うルヽたためと考えられる。

カメムシによる着色粒の発生以外の玄米の品質の推移をみ

ると,不稔渉合 98%の場合 0とめlル0,青未熟樹ま出穂

後積算気温 llll10℃以上ではI鍮肖失し,背黒・奇形粒の被害粒

の増加が見られたものの,その程度l■/1ヽさく,高い整粒歩合

を確保した (図 1)。

不稔歩合 192%の場合 (あきたこまち)も同陳劉励 が見

られたが,背黒 者溌術
―

の増加力瀬著であり,整粒

歩合も低下するため,刈取時期はやや早まり,出穂後積算気

温 1000℃程度であると考えられる 個 2)。

不稔歩合 294%の場合 (あきたこまち),登熟初期からの背

黒・奇形粒等の被害粒の発生が目立ち,中でも奇形粒の発生

が多かつたも背黒米は雌 積算気温 9∞℃前後から増加し始

め,その後被書団こ占める害1合は奇形粒とほ申 になつ

た 1図 21。 このため刈取適期は出穂後蹟算気島85∈り∞℃程

度であると考えられる。

不稔歩合433%の場合 (いわてつこ),出穂後積算気温9∞℃

以上では被害粒の発生はそれほど多くないが,着色粒が増加

し,品質は低下した 03)。 着色粒の発生を考慮し,3等米

を限度とするとメ1取適期は出穂後積算気品80∝つ00Cと考え

られる。これl讐缶肇r)1993年,1988年と同様の傾向を示し

た

不稔歩合669%の場合 ② すヽはじ),出穂後蹟算気温850t

以上で背黒・奇形粒等の被害粒の動 m功口え,着色粒の発生が

顕著であり品質が低下した (図 4)。 不稔歩合443%の場合と

同様に,3等米限度の品質を確保し,着色粒の発生を考慮する

と刈取時期の目安は 750～850℃と考えられる。
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不稔力滲発した場合,不稔を除く黄化籾害恰のみからの判

断でヤが1回 の判断は困難であり,玄米品質は早期から背
黒や着色粒及び奇形粒などの被害粒の発生カラ く品質が低下

する。そのため,品質を考慮した刈取時期は不稔の発生が多

いほど早まり,不稔歩合ど輌 雛の物滞標となる。
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図 1 メリ取時期別玄米品質の推移 ひ とめl書D

注1)図 1-4の機書粒は奇形・背黒・茶米を含晩

注21図 1-4と もに玄米品費ま17m編を使用しL
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図2 刈取時期別玄米品質の焼  (あきたこまり
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図3 刈取時期別玄米品質の推移 (いわてつこ)

lo i *at

7∞      800      9∞      1000

出穂後積算気温  (℃ )

図4メ嚇鵡磯腸囃 質の推移 1/1ヨナはし)

5●
41

31
l

O

着色粒

O l
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